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HIV流行の国際的文脈について   
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Ⅷ皿此  
「  

近隣諸国・地域におけるHIV感染者・AIDS患者の年次動向  
注：倍率は2006年の報告数（人口対）の日本との比  
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エイズ施策分析の試みについて  
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日本全体の施策について  

指標   比較   

川V報告数の人口比  英国14．9、カナダ9．れフランス9．2、オーストラリア   

（2006年）   5．1、ドイツ3．3、日本0．8   

A旧S報告数の人口  フランス1．6、英国1．4、カナダ1．0、オーストラリア1．0、   

比   ドイツ0．4、日本0．3   

HIV／AIDS比   英国10．4、カナダ9．9、ドイツ7．5、フランス5．6、オー  

ストラリア5．4、周辺国・地域（4．0－11．2）、日本2．4   

HlVの年齢分布   日本33．1％、英国31．7％、ドイツ30．5％、米国25．6％   
（く30年齢層の割合，2002－  
2006年）   

検査普及度   米国では75％の感染者が自分の感染を知っている。  
（●CDC：Testing－UnitedStates，MMWR．2001よリ  

日本では20－30％程度。   
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自治体の施策分析  
累積患者・感染者報告数の多い都府県  

2006年までの累積数  

の15－59歳人口割合  
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・エイズ対策に関するアウトカムやプロセス  
について自治体を相対化することで、改善  
のための具体的な方向を探る。  
・順位付けをするのが目的ではない。   



エイズ／STD啓発度の主な測定項目  
若者伯動車教習敢2007年）n＝15949 疇■帽年（世帯・2DO7年）∩＝15018  

＜疫学関係＞  

日本でHlV感染が増えている  

地元でHlV感染が増えている  

＜検査関係＞  

保健所等で無料匿名の検査が受けられる  

どこの保健所等でも受けられる  
二  

検査陽性でも名前や住所は報告されない  

＜HIV関係＞  

治療の進歩で普通に暮らせるようになった  

HIVに感染しても長期間無症状  

HlVの感染しやすさには男女差がある  

＜STD関係＞  
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ウラミ川こ感染しても無症状のことが多い 
十  

STDは□から性器に感染する  

STDで川Vに感染しやくなる  

STDで不妊になることがある  
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200・7年世帯調査による啓発度（中高年対象）と関係予算との関連  
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エイズ対策費（検査・相談＋普及啓発：15－59歳人口10万人当たり）  
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施策分析から施策提言へ  

l  

エイズ施策の5原則  

極力差別偏見を減らす  
極力流行を把握する  
極力感染を減らす  
極力感染者を発見する  
極力感染者を治療する  

海外の  
HIV流行  

ニ  
二ニヰ≡HIV感染者i  
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川V感染者  

－－－－…－一 非検査  
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施策分析からの普及啓発対策への提言  

知識の  

ウォンツ  

普及啓発の  
ストラテジー  

具体的  

プログラム  

◆地元のHIV流行情報  

◆STD関連情報  
◆夜間・休日検査関連情報  

◆若者＞中高年  
◆女性＞男性  

◆メッセージ  

◆チャネル  
（量、媒体、時間、場所）  

事例研究が必要   

著者〔自動♀教官新調王）  中高年〔せ帯韻王）  若者（自動手数ぎ所調査）  中★年く世帯調査）  
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揖正解者の割合l■その知誰を重要と考える昔の割合  撃準正厳暑の割合 疇■その知識を露草と考える者の割合  

13   



施策分析から施策提言へ  

海外の  
三 日Ⅳ流行－－ヰヰ∵ごヰHtV感染者  

エイズ施策の5原則  

極力差別偏見を減らす  
極力流行を把握する  
極力感染を減らす  
極力感染者を発見する  
極力感染者を治療する  
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無防備な性行動  
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川V感染者  

報の社会  

－…－－－－一 非検査  

事例研究  
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